
蓋にトゲが無いサザエ

稲取支所から「トゲの無いサザエがとれた。新種か？」との連絡がありまし

た。殻にトゲの無いサザエは波の静かな場所にいる、という説もあり特に珍し

くはないのですが、今回のトゲは蓋のトゲのことでした。

サザエやバテイラ（シッタカ）のように蓋のある巻貝は多くいます。アワビ

も幼生の時には蓋を持っています。この蓋は外敵から身を守る役割があるとさ

れていますが、サザエでは蓋を閉じて貝殻の中に海水をためることで陸上でも

数日間は生き延びることができると言われています。図鑑を見ると、サザエの

ように石灰質の蓋を持つ巻貝はいくつかいるのですが、蓋にトゲがあるものは

サザエ以外には見つからず、サザエの特徴と言えそうです。しかし、一番目立

つ場所にある蓋の表面にあるトゲの役割について説明された資料は見つからず、

何のためのトゲなのかは謎です。

普通のサザエと並べてみると、確かに蓋の表面はなめらかでトゲはありませ

ん。しかし蓋の外縁のあたりには、トゲの痕跡のようなつぶつぶとした模様も

確認できます。蓋は、普段は殻の中に隠れていて何かあると貝殻の中に身が隠

れ、その代わりに蓋が外側に出てきます。蓋のトゲ以外の特徴はサザエと同じ

なので、何らかの異常でトゲが形成されなかったのか、殻との間で擦れて無く

なってしまったもの考えられます。
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